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交通大学・震山会史実共同研究事業の成果『資料選集』を読んで
東亜同文書院四一期生
高瀬恒
二OO
七年（平成一九年）
一月一八日開催の濯友会賀詞交換会席上霞山会星博人常任理事が上海交通大
学と霞山会の史実共同研究事業の成果のひとつである「上海交通大学と財団法人霞山会の歴史関係に関する研究『資料選集』」（上海交通大学学校歴史研究室編集 二
OO
六年一一月）という本を披露した口
この共同研究事業とは、二
OO
四年（平成一六年）五月、日中友好関係の発展、促進及び上海交通大学と
霞山会の今後の関係強化 ため、霞山会と上海交 大学 の聞に「霞山会と上海交通大学の交流史、現状と今後の発展趨勢に関する共同研究」として発足したものであるロ研究期間は二年半ということで、これまで各地各方面で地道な研究が続けられ 。右の資料選集という本は、この共同事業によって生まれたものであ
るこの資料選集には、福友同窓諸兄にとってもおそらくはじめて目にするであろう資料が少なくないロその二、三を紹介しよう。
70 同文書院記念報 VOL. 15 
南洋大学と同文書院の対抗試合一九二六年五月一八日開催
南洋・同文聯合運動会
（「申報」（後記注参照）五月一九日記事）
「両校得点各四 点。個人最多得点陳君。南洋大学（交通大学の前身）は毎年春、日本人同文書院と聯合運動会を開催しているが、昨日南洋のグランドで恒例により開催。午後 時開始、午後七時をすぎてようやく閉幕となった。会場整理は南洋付属小学校児童が担当し混乱は皆無 南洋は短距離が得意、同文は耐久競技に優れていた。
一00
メートルと二
00
メートルは三位まで南洋。長距離と槍投げは同文（一六種目の競技詳細があるが省略） 」競技係りの同文書院側として宮本・川戸愛雄（二三期）・原口輝雄（二四期）・香川英史（二四期）諸先輩の名前が載っている。競技後の懇親茶話会の模様も詳しい。競技結果の一覧表もある。八
00
メートルの一位河島（河嶋次馬（二五期）？）・二位久重・三位宮本な
ど同文書院側入賞者の名前もあ一九二六年一月二二日開催
（「申報」
一月一五日記事）
マラソン競技
「徐家陸南洋大学のマラソンチ
1
ムは当地ではもともと有名で各大学のトップ。上海の外国大学連合のマラ
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ソンチ！ムも南洋には勝てない。東亜同文書院も、
もともとマラソンを重視していることから、南洋と友好
のマラソン競技を二二日午後三時から行った。この日は曇り午後は小雨、道路は濡れていたが、同文の諸君も南洋の諸君も勇躍出場、道に並ぶ応援隊の歓呼のなか南洋校門をスタート 虹橋路に入り同文書院校門を経て徐家陸駅・天主堂を経てスタート地点まで一一．マイル半を競争した。優勝は南洋の張君。州校選手各六名には記念品が贈られ、競技終了後 茶話会が聞 れた。南洋チ
l
ムは張益・巌・周・郎・張瑞監・徐の諸
君、同文書院チ
I
ムは趨・河島・永井・以・黒問・竹山の諸君とのことであった」
このほか両佼卓球部対抗試合（一九一二
O
年
J
一月）や庭球部対抗（一九三
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年，一月）・野球部対抗（一
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の記事もある
D
五・三
O事件直後にもかかわらず、この両校の親密さ
南洋大学（交通大学）と東亜同文書院の聯合運動会が例年のとおり開催された一九二六年五月という時期は、五・一二
O
事件の一年後のことである。この事件は諸兄ご承知のとおり、
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邦人経営内外綿紡績工場のストライキで中国人労働者に死傷者が出、これに憤激した上海の労働者・学生のデモ隊がイギリス租界警察に蝉圧され多数の死傷者が出、反帝国主義の運動 引き起こしたものである。
その事件の一年後に、両校の聯合運動会が前記のように親密な雰囲気の中で行われたことは特筆すべきこ
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とだと私は思う。聯合運動会後の懇親茶話会では、南洋大学フィールド競技チ
1
ムが体育館のホ
l
ルにご馳走を用意しホス
卜役を務め同文書院チ
l
ムを歓待した。南洋チ
l
ム代表がまず、本日は貴校のご参加をいただき技術を磨く
うえで多大の得る ころがあったと挨拶。次いで同文代表が民校からお招きをいただき感謝にたえないと答辞を述べた。最後に南洋を代表してスタート係り蒋君が挨拶。本日は盛会だったことは感謝にたえない。特筆すべきこととして、
まず選手各位がスポーツマンシップに則り競技に臨んだこと、
そして競技の結果も良
好で、両校の平素の運動・体育重視の鍛錬の成果をあげたことは、すばらしいことだ、
と述べたことが記さ
れている。
いいことばかりではない。書院を侵略の手先・スパイ養成学校視する論文や記述も少なくない。だが、
れらを考慮してもなおかつ、先入観を排し冷静に諸般 客観的事実 受け止めるならば、
それらが偏見であ
ることを了解するに足る資料がこの本には集められていると思う
この資料選集には、孫文の東亜同文会における講演・魯迅や胡適の書院における講演、孫文など名士の各
則大旅行誌に寄せた題詞、品川日院設立二
O
周年に寄せた中華民国大総統祝静などもある。校舎関係についての
資料も豊富だ。また戦後、交通大学を訪問した福友同窓関係 記録や交通大学を支援した同窓諸兄（吉川信夫氏（四五期専）・宮家愈氏（四三期）
ほか）
の友好活動記録もある。
これらの資料を一読して、私は東亜同文書院の原型を見た思いがした。
そ
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一九世紀末から二
O
世紀初頭にかけて、東亜同介入会・東亜同文書院と中国（清朝）
とが蛮月の一時期を共
有したと一部の学者が説いているが
（東亜同文書院記念賞を受賞したダグラス・レイノルズ教授）、この資
料選集には
そのことをまざまざと物語る資料がこめられていると私は感じたのである。
南洋大学・東亜同文書院両校の定例春季連合運動会の記事に現れる諸先輩は、くしくも今年一
O
一歳を迎
え今なお健在、さる一月二七日には
NHK
「百歳パンザイ」に登場した安海隆雄氏（二五期）
と同じ時期に
書院に学んだ方々であ 。八
00
メートル一位の河嶋次馬先輩（故人）
は安淳氏と同期である。
安津隆雄氏は二
OO
六年（平成一八年）七月二二日愛知大学豊橋校舎で講演をした。その講演録「東亜同
文書院とわが生混の
400
年」が愛知大学内の東
MM
文書院大学記念センターから出版された。実にすばら
しい内容である。書店でも求めることができる。八四
O
円。
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その講演録に載っている質疑応答の項を読んで私は感じたことがある。
「里見先輩（一三期）
のことを知っているか。アへンの取引商で有名だが」
とうい質問があった。また、
「満州国という飽偶国家、迂兆銘という飽儲政権に書院卒業生がかかわった。安津さんがそういうことにかかわらなかったのはなぜか」という質問もあった。質問者は、
そういう負の面が東亜同文書院の教育のあらわれと受け取っているのだろうか。もしそうだと
したら、
そういう方にはこの本の一読を薦めたい。（もっともこれは中文で書かれているのではあるが）
74 同文'l'f院記念~l VOL. 15 
なお
『資料選集
』
ご希望の方は悩友会（逢坂さん）あてに連絡願いたいとのことである
。
（注）「中報」は近代中
国
で発行期間以長の中国語新問
。
一八七
二年イギリス人により創刊、
一九
O
七年
経
営は中国人に
移り
、
上海では発行部数
・郎防神力最大の新聞になった
。
一九四五年終戦とともに国民党政権に機収され、
一九凶九
年
五月上海
解
仙以前回に終刊とな
った
。
鈎
料逃輯
l；学代主例記室長I.!,
ュ。 0 I;キJ宇田 11
資
とJそ~.ー
交通大学 . ru山会史'.l,.f共同研究明;{iの成＊ r資料選集』を読んで75 
